
自己紹介：これまでの経歴

入社

山陽新幹線コンクリート構造物の劣化調査を担当（総合診断）
山陽新幹線コンクリート構造物の維持管理計画に従事
→電気化学的防食工法も含めた補修の手引き策定に従事

本社施設部

山口県内の鉄道土木構造物の
維持管理
1992年～電気防食を開始した

橋りょうを維持管理

構造技術室

小郡土木技術センター

コンクリート構造物関係（設計・施工・維持管理）技術テーマ
補修工法の効果に関する追跡調査

近畿統括本部施設部 近畿地方の在来線の鉄道土木構造物の維持管理

鉄道土木構造物の技術基準の整備
コンクリート構造物補修の手引きの改訂

本社施設部土木課

☆1999 山陽新幹線コンクリート問題発生

…



ＪＲ西日本におけるCP工法適用事例

(a)チタン溶射 (b)チタントレイ (c)チタングリッド

施工中の状況

▼電気防食工法（外部電源方式）2004～適用

亜鉛アルミ擬合金溶射

▼電気防食工法（流電陽極方式）2013～適用 ▼再アルカリ化工法

※紹介事例はいずれも山陽新幹線RC高架橋に適用
それ以外に海岸沿いの在来線RC構造物でも電気防食工法に適用事例あり

適用構造物の全景

適用構造物の全景



ａ：全面断面修復工法
ｂ：脱塩･再アルカリ化工法，

電気防食工法
ｃ：再アルカリ化工法
ｄ：全面表面被覆工法
ｅ：部分断面修復工法

CP工法の位置づけについて

浮きの有無

公称安全率

叩き落とし率

中性化残り

Cl－量
鉄筋腐食度

Cl－量

ｅ ｄ･ｅｄ･ｅ ｅ ｃ･ｅ ｂ･ｅ ａ ａ※

15mm以上 5mm未満5～15mm

0.6kg/m3未満

0.6kg/m3以上

補修工法選定フロー

2000年に山陽新幹線コンクリート構造物に対して提案されたもの
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● 外部電源方式での電源確保の課題
→電力会社から電源供給が困難な箇所ではソーラーパネルシステムを使用する
場合があるが、事前の日射量の把握が重要。

CP工法適用後の維持管理における課題等

▼電気防食工法（外部電源方式）での課題

▼各工法に共通する要望
● 防食効果の持続性の確認
→防食効果の定期的な確認が必要
効果の確認方法の効率化（非破壊検査、モニタリングなど）

● 陽極材等、配線配管、電源装置などのシステム全体の耐久性向上
→防食システムを構成する材料、装置、モニタリングシステムの交換などの維持管理
を容易に！

▼電気防食工法での要望



今後の展望

（今後の懸念事項）
これまで、部分的な変状の補修に柔軟に対応可能な断面修復工法を多用
→将来の労働人口減少を見据えると、断面修復工法による補修が困難となる
ことが懸念される

● CP工法を展開していくために
・短期間・短時間での施工→施工時間の制約箇所への適用
・予防保全として適用
・足場仮設が困難な箇所（高架下活用箇所や道路交差箇所）への適用

・簡易な施工の実現
・長期耐久性の確保

▼中性化と内的塩害を受けたRC構造物へのCP工法の展開
～主として、山陽新幹線のRC構造物を対象に～




